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【事業所の概要】
　当事業所は田園都市線、JR南武線溝の口駅と東急東横線、JR南武線武蔵小杉駅の
両駅からバス便で10分ほどの黄金塚バス停にほど近い所にある。事業所のすぐ裏手
には多摩川の河川敷があり、地域住民の憩いの場のスポーツ施設や散歩に適した
等々力緑地などがある。事業所の近辺は低層マンションや戸建て住宅、町工場など
があるが、バス通りから少し奥まっているため静かな環境がある。
【利用者中心の生活会議の実施】
　各ユニットごとに利用者が中心になって行う生活会議を昨年から実施している。
会議では利用者が席替えの要望をしたり、「トイレットペーパーを取り出す音がう
るさい」「ビールが飲みたい」「生のマグロが食べたい」など生活の中で気になる
ことや、して欲しいことなどを提案している。今後も利用者が率直な意見や思いを
吐き出せる場として、生活会議を活用していく方針である。
【利用者本位の生活支援と業務改善】
　利用者の日々の生活には、外に出る散歩と皆でレクリエーションを楽しむ時間が
欠かせないと考え、そのための時間を確保するために業務のタイムスケジュールの
見直しを行った。そこから見えてきた無駄な時間の改善、例えば1つのことを完結
しないで何度も行ったり来たりしない、後でやろうではなく直ぐやってしまおう、
などを職員一人ひとりが心掛けることで時間の確保につながった。

誰でもがホームに足を踏み入れた瞬間から、ここで暮らしたくなるような温かさや安
らぎを感じられるような雰囲気作りに努めています。そのためには、職員が「介護」
という仕事をよく理解し、日々経験を重ね知識を積むことが必要です。毎月の職員会
議を利用して研修、事例検討を行い、チーム力の強化ということにも力を入れていま
す。ご利用者はもちろん職員にとっても居心地の良さはなによりです。安心して生活
できるお一人お一人の家「ホーム」でありたいと努めています。 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ニチイケアセンター川崎宮内

 ユニット名 らん

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

各ユニットが大切にしたいことを
言葉にして、朝夕の申し送り時に
法人の社是とともに唱和している

昨年までの地域密着を意識した理念が定
着したことから今年度、職員が中心とな
り各ユニット毎の特徴や利用者の個性、
職員の思いなどを踏まえて新しい理念を
作成した。1階は「チームケアの確
立」、2階は「笑顔で和やかな家づく
り」を掲げている。理念は目指すもの、
方向がしっかりしていないとケアプラン
や行事などの計画もできないと管理者は
指導している。

盆踊りやお祭等には地域の方の協
力を得て参加している。また、地
域の小学校の「こども110番」に
登録し関係を築いている。地域の
方からメダカや花をいただくこと
もある

地域との良好な関係があり、庭の植栽の
手入れや野菜作り、音学大学の学生たち
の季節ごとの演奏会、アロママッサー
ジ、傾聴など多彩なボランティアの来訪
もある。利用者が地域のカラオケサロン
や認知症カフェに出かけることも含め、
社会とのつながりを大切にして地域との
関係づくりに日々努めている。中学生の
福祉体験学習の受け入れに加え、小学校
との交流が始まり、学校帰りの子供が立
ち寄ることもあった。

見学には随時対応し、認知症に関
する相談にも応じている。中学生
の福祉体験学習の受入も行ってい
る。地域の4事業所合同で認知症
カフェを月一回始め二年近くにな
り、ますます盛況である



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

困難事例や行事に向けての助言を
いただいたり、新たな視点からの
気づきが生まれ、それをサービス
向上に活かすことができている

運営推進会議には町内会会長、副会長、
女性部部長、顧問、民生委員、家族、地
域包括支援センター職員、など多彩なメ
ンバーが毎回参加して活発な意見交換を
している。地域の参加者からは資源回収
への協力依頼や行事への参加案内、地域
の課題などの話がある。事業所からは地
域に向けて講演会のお知らせや活動報告
などを行なっている。

運営推進会議、グループホーム連
絡協議会での意見交換の他、市主
催の講座に参加したり、地域包括
支援センターには困難事例の相談
や地域への活動の取り組みについ
ての相談をしている

中原区高齢・障害課職員の運営推進会議
への参加があり、保護課職員とは生活保
護受給者の相談事などで連携をとってい
る。中原区グループホーム連絡会では行
政担当者や他事業所との情報交換や意見
交換をしている。地域包括支援センター
とは地域の認知症カフェなどで協力して
運営にあたっている。カフェの参加者や
ボランティアも増え盛況な活動になって
いる。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

『高齢者虐待防止の手引き』をも
とに事業所内で研修をし、法人と
してのスローガンも掲示してい
る。管理者や職員は互いにチェッ
クしあえる環境作りに努めている

事業所内で研修をし、個々に必要
があれば活用できるよう支援して
いる。現在2名の方が成年後見制
度を利用されている

パンフレットや資料提供の他、不
安や疑問点には理解、納得いただ
くまで説明を行っている

『高齢者虐待防止の手引き』をも
とに事業所内で研修をし、職員全
体で共通の意識を持って取り組め
るようにしている

毎月のホーム会議後に身体拘束適正委員
会を行っている。全職員が共通の認識を
もって身体拘束をしないケアに取り組む
姿勢を明確にしている。毎月の委員会と
は別に事業所内で研修も行っている。現
在は家族の要望で玄関は開錠してユニッ
ト間を施錠しているが、階段などのリス
クがなければユニット間も開錠しておき
たいと考えている。車いすの利用者は食
事の際にはできるだけ椅子への移乗を勧
めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

全社で実施される顧客満足度調査
や、運営推進会議・家族会での意
見を運営に反映させている。日常
的にも家族来訪時に意見、要望を
聴き取ることができるよう努めて
いる

法人の家族アンケート調査や、年1回
行っている家族会でも特に運営に関する
意見や要望は出ていない。面会時などに
できるだけ家族と話をする機会を作り、
要望などを伺っているが、利用者の日常
生活における細かい要望しか出ていな
い。昨年から利用者がメインの「生活会
議」を毎月開いている。利用者が日頃感
じていることや、要望などをためないで
話ができる場となっている。

管理者は毎月のホーム会議やユ
ニットごとの業務カンファレンス
において意見や提案をすい上げ全
体にはかっている

毎月全職員対象のホーム会議とカンファ
レンスを兼ねたユニット会議を行ってい
る。ホーム会議では毎月の業務目標を定
め、次回の会議で振り返りを行い業務改
善につなげている。利用者の生活の質を
上げるために、毎日散歩とレクリエー
ションの時間を確保しようという提案が
出て、タイムスケジュールの見直しや業
務の中で無駄をなくすことに取り組み、
その時間を確保できるようになった。

管理者や職員は意欲的に取り組ん
でいるが、人員不足からオーバー
ワークぎみ。今後の職場環境・条
件の整備は最優先の課題である
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13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

グループホーム連絡協議会を通じ
てお互いの施設見学を行ったり、
合同での行事や企画で交流し、
サービスの質を向上させていく取
り組みをしている

社内研修受講対象者は必ず受講で
きるよう調整し、社外における研
修情報は常に閲覧可能にしてお
り、受講を促している。管理者は
一人一人の力量に応じた指導がで
きるよう心がけている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前のアセスメントで得られた
ニーズをもとに、適切なサービス
が開始できるよう、また開始後
は、本人が困っていること、要望
等を聴き、安心して生活できるよ
う努めている
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

家族との面接の時間を十分とり、
不安や要望をしっかり聴きとれる
よう努めている

必要に応じたサービスを提供でき
るよう日頃より情報収集に努め、
本人、家族等のニーズを見極めた
対応に努めている。現在カラオケ
クラブへの外出支援を行っている

共に過ごす間柄として、家事を一
緒に行ったり、草花の手入れ、会
話等支えあう関係を意識している

毎月の「近況報告」の他、家族来
訪時はできるだけ日頃の様子を伝
えている。体調について、また日
常必要物品については随時連絡を
し共に支えていく関係を築いてい
る

居室の他に和室を提供したり、話
しやすい環境作りに努めている。
入居前からのコミュニティーは途
切れることのないよう、ご家族と
連携して支援に努めている

近くに住む友人と公民館に落語を聞きに
行く方がいる。以前からカラオケの好き
な2名の方がカラオケサロンにおしゃれ
をして毎週出かけている。洗濯や衣類の
手入れ、衣替えも自分でする方もいる。
遠方の親類宅に泊りがけで出かける方
や、家族と法事や墓参りに行く方がい
る。以前から花の手入れが好きな方や調
理が好きな方は、自ら率先して職員の手
伝いをしている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

利用者同士の関係を把握し、だれ
もが孤立しないように、そしてト
ラブルを未然に防ぎ支え合えるよ
うな支援に努めている

退去、サービス終了後も必要な情
報を提供したり、職員がお見舞に
うかがったり相談を受けたりと支
援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

一人ひとりの思いやペースを尊重
している。表情や言葉、行動に表
れる思いに敏感であるよう心掛け
ている

利用者とのコミュニケーションを重視し
ているが、職員に時間的な余裕がない時
などはじっくりと時間をかけて接するこ
とができていない現状もある。勤務歴の
長い職員が多く、利用者との関係も良い
場合は、利用者の発する短い言葉や音で
意図をくみ取ることもある。利用者から
聞き取った言葉や思いは業務管理日誌に
特記事項として記録をし、職員間で共有
して必要に応じてケアプランに取り入れ
ている。

アセスメントにより馴染みの暮ら
し方、生活環境の把握に努めてい
る
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25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

管理日誌、介護記録等に記録し、
職員間で情報を共有し、把握に努
めている

モニタリング後、カンファレンス
にて課題について話し合い、介護
計画を作成し、本人、家族に説
明、同意をいただくようにしてい
る

居室担当がアセスメントを行い、計画作
成担当者がケアプランを作成してユニッ
ト毎の業務ミーティングを兼ねたカン
ファレンスでケアプランや日々のケアに
ついて話し合い検討している。ユニット
毎に、ケアプランをもとに作成したケア
プランチェック表で利用者ごとの1か月
間の変化をモニタリングしている。ケア
プランチェック表には、機能訓練や散
歩、レクリエーションの参加状況、排泄
や布団干し、シーツ交換などの日常生活
支援内容について実施状況を詳細に記録
している。

都度、職員間で意見を出しながら
流動的に行っている。カラオケク
ラブへの参加により症状が安定す
るといった効果もみられている

個人の介護記録には様子を細かく
記録し、特記事項があれば管理日
誌に抜粋し情報共有する。さらに
時間帯を入れた行動シート等を活
用し、そこからの気づきを実践や
介護計画の見直しに活かしている
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29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

地域のボランティアの方に庭を活
用していただき、花や野菜の成長
を楽しみに見たり収穫したりして
いる。盆踊りなど地域の行事に参
加させていただいている。大学生
ボランティアによる春夏秋冬の
「音楽会」も定例になっている。

月に2回の訪問診療と、週1回の訪
問看護により健康管理を行ってい
る。事業所との連携もよく臨時の
往診にも対応可能である。訪問歯
科も任意で月2回受けている

協力医（内科）の月2回の往診があり、
訪問看護師が週1回利用者の健康管理に
訪問している。協力医は必要に応じて急
な往診や、薬の副作用などの相談ごとに
も応じてくれる。家族対応の他科の受診
の際も協力医から受診先の医師へ情報提
供がある。歯科医は月2回治療に来てい
る。訪問マッサージを受ける方も3名ほ
どいる。

職員は日常での気づきや情報を訪
問看護師に伝えて相談し、日常の
対応や訪問診療につなげている。
訪問診療医の指示により必要な処
置も行っている

入院先へは、訪問診療医より診療
情報提供書を、職員より介護サマ
リー等の情報を伝え、面会時には
状態についての情報交換に努め、
早期に退院できるよう支援してい
る
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

「重度化した場合における対応に
係る指針」を契約時に説明し、入
居後も訪問診療医との面談の都
度、本人、家族の希望を確認し、
できることについては関係者とと
もに支援している。

法人の方針として看取りを積極的に行う
ことはないが、終末期に向けて医師と家
族と管理者で話し合いを持った時に、家
族の意向にはできるだけ事業所として応
じている。医師からは看取りはできる限
り安楽に、きれいにといわれているた
め、居室やベッド周りの清潔、利用者の
整容には気を配っている。今年度も1名
の看取りをしている。家族から感謝とね
ぎらいの言葉があった。

昨年から課題になっている看
取りマニュアルの整備や医師
や看護師による研修などを行
い、看取り計画に基づいた看
取りの実施が求められます。

研修を行い、殆どの職員は「市民
救命士」の資格を持ち実践力を身
につけている

年2回の避難総合訓練を行い地域
にも協力をお願いしている。食
糧、水は3日分を備蓄している。
災害時マニュアルを作成し、それ
をもとに行動できるようにしてい
る

今年度は6月に夜間を想定して通報、避
難の自主訓練をしている。12月には日中
想定の訓練を予定している。事業所裏手
が多摩川の河川敷で浸水区域に指定され
ている。行政職員も参加した運営推進会
議でハザードマップを確認しながら地域
の避難所までの経路や要する時間の目安
を知るため、訓練の必要性などを話し
合っている。備蓄は職員分を含めて3日
分あるが、カセットコンロやボンベなど
の熱源の用意はない。

昨今の大規模災害を機に今年
度改定された中原区のハザー
ドマップを職員に周知し、運
営推進会議において、行政や
地域住民と避難経路や避難場
所を再検討することや、災害
時に利用者が食べやすい備蓄
品や熱源、簡易トイレなどの
整備が望まれます。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人ひとりをよく知り、人格を尊
重した言葉使いや対応ができるよ
う、管理者、職員はお互いに評価
しあっている。

職員は利用者のプライバシーを尊重し、
部屋に入る時は必ずノックをすることを
心掛けている。居室に鍵をかける利用者
や自分の衣類は必ず自分で洗濯する方も
いる。職員は毎年法人の行う自己点検を
行い、プライバシー保護について確認を
している。個人情報を含む書類は事務所
内のキャビネットで施錠管理している。
利用者の記録はイニシャル表記をして個
人名を使用しない配慮をしている。

本人の希望を尊重し、自己決定で
きるような言葉掛け、働きかけを
している

共同生活としての大まかな時間は
きまっているが、一人ひとりの
ペースに合わせて食事時間をずら
したり、入浴時間や散歩等も希望
に沿えるように支援している

清潔を保ち、その人らしいおしゃ
れができるように支援している。
購入の希望があれば、家族へつな
げたり職員で買物支援もしている
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

行事メニューでは好みに合わせて
季節を感じていただけるように工
夫している。出前寿司や外食も取
り入れ、食事にメリハリをつけて
いる。調理や配膳、テーブル拭き
はできる方が職員と行っている

食材は献立付きのものが委託先から届い
ている。職員は利用者の嚥下状態に合わ
せて調理をしている。職員会議や往診日
など職員が忙しいときや、誕生日などの
行事の際は、出前やテイクアウトを利用
している。花見の時はホームで作ったお
にぎりと近くの肉屋で買ったコロッケを
持参し、利用者に喜ばれた。ボランティ
アが畑で栽培した野菜やイチゴ、庭で採
れた桃で作ったジャムなどが食卓に上が
ることもある。訪問時に台所で、エプロ
ン姿の利用者が手伝っているところを目
にした。

介護記録に摂取量や状態を記録
し、確認しながら必要量が摂れる
よう支援している。どうしても摂
れないような状況があれば、訪問
診療医に相談している

毎食後、一人ひとりの口腔状態や
本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

介護記録で排泄パターンを把握
し、職員間で情報を共有しトイレ
に定時誘導を行っている。トイレ
に座ることで自力での排泄を促
し、自立に向けた支援を行ってい
る

完全に自立で排泄する方が各ユニットに
2名ずついる。ベッド上で2人介助で対応
する方も2名いる。そのほかの方はでき
るだけトイレでの排泄を支援するため、
立位の取れない3名の方も排泄チェック
表で定時誘導し、2人介助などでトイレ
での排泄を支援している。
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44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

薬に頼り過ぎず、適度な運動、水
分摂取、食物繊維や乳製品の摂取
を心がけ、個々に応じた便秘の予
防に取り組んでいる

一人ひとりの希望に合わせて時間
の調整を行っている。少なくとも
週2回は入浴できるよう声掛け等
工夫している。入浴剤を使用した
り菖蒲湯、ゆず湯などで季節感を
味わっていただいている

入浴は週2回、午後に入ることを基本に
しているが、利用者の希望を優先して夜
間以外は対応している。夏場は毎日のよ
うにシャワーを使う方もいる。現在は強
く拒まれる方や同性介助を希望する方も
いない。浴室と脱衣場には床暖房とエア
コンを備えて冬場のヒートショックに備
えている。利用者は季節の柚子湯や入浴
剤、職員との1対1の会話で入浴を楽しん
でいる。

体調や様子をみながら必要な休息
がとれるよう配慮している。就寝
前には希望や状況に応じてホット
ミルク等を提供して安眠できるよ
うにしている

服薬情報はファイルで共有し、服
薬は職員2人でのダブルチェック
を行い誤薬防止に努めている。服
薬に変更があれば、症状の変化に
ついて記録し、主治医に報告して
いる

一人ひとりの生活暦や力を活かし
て、花の手入れ、調理片付け、お
茶いれなどの役割や習字、算盤、
計算、買物などの楽しみごとの支
援をしている
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

まとまった時間がとれない場合も
時間の調整をして散歩や買物に出
かけられるように支援している

業務の見直しで散歩が日課となり、近く
の多摩川の河川敷や、公民館の認知症カ
フェ、近くのカラオケサロンなどに車い
すの方も出かけている。毎年恒例の等々
力緑地の花見には、家族も一緒に参加し
ている。家族と外食や遠出の旅行を楽し
む方もいる。家族との外出や外泊時には
排泄や薬の情報などを家族に伝えてい
る。

本人の思いに沿って手紙を書くこ
との支援を行っている。手紙の受
け渡し、電話の取次ぎも行ってい
る

清潔で明るい空間であることを心
がけ、季節の飾りつけや行事の思
い出の写真をシーズンごとに更新
している。トイレや風呂はわかり
やすく表示し、エアコンの温度管
理などにも気を配っている

明るい日差しが入る掃除の行き届いたリ
ビングには、床暖房が施され、空気清浄
機付きの加湿器やエアコンで快適な環境
が整備されている。利用者はリビングに
集まり、職員とともにカセットデッキか
ら流れる歌に合わせて歌ったり、話に興
じている。廊下の奥まったところにソ
ファが置かれ、1人になれる空間が用意
されている。壁には行事の写真や職員と
利用者が共同で作った季節の貼り絵が掲
示され、所々に鉢植えや利用者の活けた
花などが置かれており、温か味のある空
間を演出している。

小遣金として事業所で預かってお
り、本人が財布を持って買物へ行
くことの支援をしている
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

手すりを設置し、できるだけ自身
の力で歩行できるよう支援してい
る。トイレと風呂は分かりやすく
表示し居室には一人ひとりデザイ
ンの違う表札をかけている

居室で一人で過ごしたり、廊下突
き当たりのソファ、共用の和室に
あがって一人、または仲間との空
間を作ったり、リビングで自由に
席を移動するなど居場所作りをし
ている

家族の写真を飾ったり、使い慣れ
た家具や装飾品を置いたりするな
どして落ち着ける空間作りに努め
ている

居室にはエアコン、照明、防炎カーテン
が備え付けで用意されている。利用者は
自宅から使い慣れた椅子や鏡台などの家
具、仏壇、テレビ、時計などの生活用品
を持ち込んでいる。利用者のADLの変化
に伴い、介護用のベッドが必要になった
ときは法人から無償の貸与がある。居室
の掃除をする方や好きなタレントの写真
やぬいぐるみなどで部屋を飾る方など、
それぞれにくつろげる部屋づくりをして
いる。




